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地域の輸送資源の総動員連携プロジェクト 第１回庁内会議

令和８年7月
都市整備部　都市計画課
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１．本市の社会情勢と公共交通の現状

２．公共交通とは

３．本プロジェクトの主旨

４．本市の生活交通
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日頃、公共交通を利用していますか？
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資料：平成11年全国都市OD調査、H27下関市パーソントリップ調査

＜年齢階層別代表交通手段分担率＞
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１．本市の社会情勢と公共交通の現状

※郊外部：内日地区・旧四町地区
資料：山口県統計年鑑　鉄道乗車人員　駅別　令和4年 

資料：下関市による集計  

資料：下関市地域公共交通協議会資料  

資料：統計しものせき（C経済基盤）タクシー・ハイヤーの状況（R3時点） 
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■人口減少と高齢化の進展

資料： 2020年まで→下関市「統計しものせき（地区別）」、
　  2025年以降→推計値は国立社会保障・人口問題研究所　『日本の地域別将来推計人口』（令和5（2023）年推計）

・下関市の人口は減少傾向で推移しており、平成12年から令和2年の20年間で約5万人（15％）減少している。

・今後も減少傾向は継続し、令和32年には平成12年から約14万人（45％）減少した16.5万人となる見込み。

・山口県全体よりも下関市は人口減少率が大きい予測となっている。

出典：国勢調査（～R02）、日本の地域別将来推計人口・令和５年推計（R07～）

※伸び率はH12を1.0としたもの
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１．本市の社会情勢と公共交通の現状
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使わないとどうなるのでしょうか？
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■バス事業者の厳しい経営状況

＜サンデン交通　経常費用・補助金内訳（令和５年度）＞

１．本市の社会情勢と公共交通の現状

＜ブルーライン交通　経常費用・補助金内訳（令和５年度）＞

＜サンデン交通　路線別補助構成（令和５年度）＞

路線を維持するための赤字補填が大
きくなっている。

資料：下関市
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60歳以上が
2割以上

60歳以上が
５割以上

＜山口県におけるタクシー運転手
　・全産業労働者の平均年齢＞

１．本市の社会情勢と公共交通の現状

＜サンデン交通　運転手数の推移＞

＜ブルーライン交通　運転手数の推移＞ ＜ブルーライン交通　運転手年齢構成＞

資料：サンデン交通

資料：ブルーライン交通

資料：一般社団法人　全国ハイヤー・タクシー連合会HP
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■路線バスの廃止
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＜サンデン交通　路線の新設・廃止状況＞ 

１．本市の社会情勢と公共交通の現状

■最終バスの時刻繰り上げ

＜下関駅を起点とした最終バスの運行状況・降車客数＞ 

令和５年度

令和６年度
収益の悪化、運転手不足等を背景に、今ある運行の維持が
困難となっており、路線バスの便数は減少しており、廃止となっ
た路線もある。
労働時間制限に係る基準の見直しを受け、最終バスの時刻繰り
上げ等が進められている。

資料：サンデン交通

資料：サンデン交通GTFSデータ（R5.6時点）、ICカード（nimoca）データ（R5.6） 
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利用者の減少

交通事業者の収益低下

サービスレベルの低下

（路線廃止・減便、最終バスの時刻繰り上げ等）

人口減少/自動車依存度の高まり

１．本市の社会情勢と公共交通の現状
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そもそも、公共交通って何でしょうか？
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２．公共交通とは

■公共交通とは

○鉄道 ○バス・生活バス

○タクシー

○船舶
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２．公共交通とは

■道路運送法の法体系
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使っていないのなら、なくなっても困らない？
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高齢化の進展、運転免許証の自主返納が進み、

　  自家用自動車を運転できない高齢者等の移動手段として、

    公共交通の重要性が増大する見込みです。

また、店舗の減少、病院・学校の統廃合等により

    日常生活における移動需要は高まる傾向にあります。
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通学・通院・買い物にお困りごとを抱える方々（移動手段の不足）

家族送迎負担（主に現役世代の無償労働）

多大なる「機会損失」

　　　　　地域の担い手不足、世帯所得・消費の低迷

　　　　　子どもたちの学ぶ機会や将来の可能性の喪失

　　　　　高齢者の健康面への悪影響・社会保障費増大

○地域の衰退
○都市への人口流出
○少子化の深刻化

【見えている表面的な課題】

【内在する本質的な課題】　　

活力の減退
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それらをふまえ、交通空白の解消に向けて、地域毎に適した

移動手段を将来的に確保するため、本プロジェクトを始動します。
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■地域の輸送資源の総動員連携プロジェクト
　本市の「交通空白」における交通手段を将来的に維持・確保するため、庁内各部局が
連携・協働し、地域の輸送資源を総動員することで、総合的で持続可能な交通体系の
再構築（リ･デザイン）を行おうとするもの。 

３．本プロジェクトの主旨

介護・福祉、病院、学校・部活動、
通勤・買い物、宿泊施設などの移動需要

（施設毎の送迎や家庭送迎に依存）
車両・ドライバーの共同利用・相乗り化など

＜路線・デマンド＞

介護サービス送迎車、家族送迎など 例えば・・・
既存の車両と
ドライバーを

活用して
需要を統合調整し
共同運営にする。

病院送迎バス、家族送迎など

スクールバス、家族送迎など

企業送迎バス、家族送迎など

ホテル送迎バス

スクールバスも、使用しない時間で公共ライドシェアに活用
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地区 下関市
人口総数

(人)

公共交通
カバー圏域人口

(人)
鉄道:半径800m圏

バス:半径300m圏

公共交通人口
カバー割合

(％)

下関市 255,051 200,712 78.7%

市街地地域 219,078 173,367 79.1%

菊川地域 7,231 6,098 84.3%

豊田地域 4,620 2,777 60.1%

豊浦地域 16,232 12,992 80.0%

豊北地域 7,890 5,478 69.4%

 

※公共交通カバー圏とは 

バス停から半径 300m 

鉄道駅から半径 800m 圏を対象 

※ 

地域別に公共交通カバー割合が異なる

３．本プロジェクトの主旨

・公共交通カバー圏外で人口集積が
確認できる。

■交通空白地域とは
（１）エリアとしての交通空白
　　・・・地域に交通サービスが不足している状態　　　 
　　 例）バス停や駅が遠い、公共交通がそもそも存在しない　等 
（２）時間としての交通空白
　　・・・特定の時間帯に交通サービスが不足している状態
 　　例）通院・通学・通勤等移動需要に対する供給がない　等 

資料：R2国勢調査250m人口メッシュ、R4鉄道データ(国土数値情報)、
　　　 サンデン交通GTFSデータ（R6.3時点）、ブルーライン交通GTFSデータ（R6.4時点）、
    　 下関市生活バスHP下関市都市計画基礎調査結果（令和４年度）
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■地域毎の人口減少・高齢化（一部地域抜粋）

▼本庁地域

▼王司地域

▼安岡地域

▼内日地域

▼菊川地域

▼豊田地域

▼豊北地域

▼豊浦地域

３．本プロジェクトの主旨

資料：下関市人口ビジョン
出典：総務省国勢調査　　 
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本市は地域毎に住民の年齢層、人口推移や、公共交通利用率が異なります。

地域毎に適切な交通手段

を見つけるためには・・・

既存の輸送資源を網羅的に把握し、再編・最適化することが必要です。 

そのため、既往輸送手段の「見える化」を実施し、新規施策も含め、適切な

アプローチにつなげてまいります。

３．本プロジェクトの主旨
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４．本市の生活交通

考え方

①毎日決まった時間に決
まった場所へ通勤・通学⇒定
時定路線運行が適している

②エリア外からの来訪者へ事
前に地域交通の周知を行う
ことは困難。⇒定時定路線運
行が適している。

③日常生活に係る移動がメ
インであり、毎日定時に移動
するケースが少ない、バス停
までの移動が困難な高齢者
が多い⇒個々のライフスタイ
ルに合わせたデマンド区域運
行が適している。

④JR、路線バスは定時であ
ることから、乗り換えて移動
するには定時運行が適して
いる。

⑤デマンド運行は予約次第
で目的地の到着時間が変わ
る。

⑥主要な道路沿道に集落が
形成されている場合、そこで
定時定路線運行によって地
域の移動需要をカバーでき
る。

⑦主要道路沿道から外れて
面的に集落が形成されてい
る場合、区域運行が適してい
る。

地域住民の属性 既存幹線交通との接続 集落の形

定時定路線運行 ①通学・通勤の利用が多い
②地域外からの来訪が多い

④既存幹線交通（JRや路線
バス）に接続する

⑥主要な道路沿道に集落が
形成

デマンド（予約）区域
運行

※デマンド運行は前
日予約等が必要。

③高齢者の利用が多い ⑤既存幹線交通（JRや路線
バス）に接続しない

⑦面的に集落が形成

■生活交通の考え方(概要)
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４．本市の生活交通　事例

■豊田AIオンデマンドバス　【自家用有償旅客運送/交通空白地有償運送】

＜概要＞
・運行時間：8時15分～16時15分（日・祝日・年末年始を除く）
　予約方法：電話は7時～17時　／　Lineは365日24時間受付
・豊田地域内全域を運行
・ＡＩオンデマンドバス＝人工知能（ＡＩ）により、利用者の予約に応じて
　ルートを最適化し、効率的な運行を行う。
・買物支援サービス　 対象店舗に注文した商品が、生活バスで自宅に
届く

・手ぶらで買い物サービス　 対象店舗で購入した商品を、生活バスで
自宅に届く

＜運行車両＞

＜チラシ＞
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＜運行管理・車両＞

内日線 員光線

運行管理 ブルーライン 小月タクシー

車両

運行便 １～4便 5～12便 13便＋満車時続行便 全便

４．本市の生活交通　事例

■内日・員光線廃止バス路線代替　【自家用有償旅客運送/交通空白地有償運送】

＜概要＞
・令和７年９月末にサンデン交通が路線廃止したことを受け、
　同年１０月から市が代替交通モードの実証として運行を開始。

・定時定路線（車両は小型化したうえで、廃止されたサンデンバスの運
行と同等）
　内日線：月～土運行　13便/日（13便は予約制）
　員光線：月～土運行　10便/日

・現在、第２次実証運行について、地元調整等行っており、
　令和１０年から本格運行を開始する予定。

＜運行ルート＞
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４．本市の生活交通　事例

対象者 外出において車いす、ストレッチャー等が必要で、公共交通の利用が困難な方

デマンド（予約）運行
利用者負担

基本額200円/30分、車両待機料200円/30分、燃料費100円/10km

利用制限 週一回

＜概要＞
・各総合支所管内における、専用の移送車輌（車いす・ストレッチャー対応車輌）により、居宅から在宅福祉サービス
　提供場所、医療機関等への移送を支援するもの。

■　外出支援サービス　　【自家用有償旅客運送/福祉有償運送】
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５.今後のスケジュール/各課への依頼

　令和８年度　 　　
　○関係部局調整・方針伺　 
　○市議会定例会　建設消防委員会　報告 
　
　○協議会の開催 （本日）
　
　○各地域毎の既往輸送資源の洗い出し 
　○同時並行　交通事業者との協議（庁内会議で定めた方向性の探り） 

　○来年度予算要求/運輸支局協議等 

 
　令和９年度　 
　○委託業務発注（交通空白に係る調査・分析、地域公共交通に係る提案等）
 
　令和10年度　 
　○重点地区選定のうえ、実証モデル事業に向けた取組に着手
 
　令和11年度以降　 
　○次期重点地区の選定、以降繰り返し 
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【依頼】次の内容について文書を発出いたします。ご対応程よろしくお願いいたします。

①地域における輸送資源についての照会
　所管する地域における既往の輸送資源について、情報提供をお願いします。
　また、関連する民間事業者による取組等について、把握されている内容をご教示ください。
　例）スクールバス、部活動送迎、福祉バス、病院送迎、従業員用送迎

②所管分野における公共交通に関する課題
　例）免許返納した高齢者等が買い物、通院、通所に係る移動が困難な地域がある
　　　クルーズ来港時におけるタクシー不足

５.今後のスケジュール/各課への依頼


